












　囲碁同好会の合宿旅行も数えて32回、コロナ禍で2回中止し、3年ぶりの開催である。
　参加者は9名で、80代4名、70代3名、50代・40代各1名のまるで老人会旅行そのものだ。
　西武線池袋駅から特急で80分、秩父駅に到着。目の前に秩父のシンボルといわれる武甲山
が掘り崩された異様な姿をさらしている。
　出迎えのバスで30分、越後屋旅館に到着した。途中道路標示版に「上野」までのキロ表示が
あったが、上野は日航機の大惨事があった御巣鷹山の有る上野村だ。
　同好会合宿の開催は、32回目になり、会場は過去いくつかの会場で開催されたが、越後屋旅
館での開催は今年で17回連続の開催場所となった。
　越後屋旅館は、埼玉県小鹿野町の旧国道299号線のかつてのメインストリートと思われる場
所にあり、現在6代目になる老舗旅館である。旧国道は、かつて往還道「絹の道」といわれ、織物
の町八王子と、富岡製糸場を結ぶ主要道路で、織物関係者が多く利用したといい、越後屋旅館
には、それらの人達の宿泊もかなり有ったという。
　旅館の建物は、立派とはいえないが、リニューアルしたという風呂はなかなかで、温泉地から
運んだという温泉で「天然温泉」の表示があった。
　軽い昼食のあと早速の対局開始となった。トーナメント戦と、総当たりのリーグ戦で、全てハ
ンデ戦となっている。トーナメント戦を先ず実施し、その戦績をリーグ戦にも反映させる仕組み
となっている。
　私の場合全てが、相手の置碁による対戦で、特に柱山・青木先生は9子局で、大変だったが、
なんとか切り抜けた。早打ちの私は一日目で全ての対局が終わり、完全優勝を果たすことがで
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きた。後は自由対局だけで二日間で合計20局は打ったかもしれない。成績は影山先生との自
由対局5子局の一敗だけだった。
　夕食は地元産の山菜料理が中心だった。食事中の話題は人生経験豊富な御仁が多く、盛り上
がって楽しい宴会だったが、話題の中心が健康の問題の話になったのは致し方のないことだっ
た。
　碁好きな集まりで、あきずに夜10時過ぎまで打っている人もいた。
　2日目の朝食の後、リーグ戦の残り対局と自由対局である。やがて公式戦は終わり、表彰式で
賞品受領のあと、彦久保会長から優勝者には副賞がありますとのことだったが、支部会報に載
せる優勝者の合宿記の依頼だった。青木先生からはコロナ禍の為行事が少なく、支部会報に載
せる記事が集まりにくい為、是非お願いしたいとのことだった。
　続いて同好会からと、80代の4名に米寿祝として、魚沼産の「コシヒカリ」5kgの引換券が渡
された。私には1年早い米寿祝だが、翌日早速配達された。
　昼食後に帰途についたが、秩父駅に、秩父市は西武ライオンズ田村伊知郎選手の応援をして
いますとの大きな掲示広告があった。スポーツ選手名などには自信の有る私だが、知らない名
前だった。駅員に尋ねると、西武ライオンズの二軍選手だが、秩父のウイスキー「イチローズモ
ルト」の宣伝の為、活用しているとのことだった。「イチローズモルト」は高額だが、人気商品で、
品薄だという。
　土産に秩父名産だという「御家寶」を買った。清酒は、以前埼玉県内のある酒蔵で、「埼玉県の
石高は全国五指に入り、その多くは秩父地域の酒で名酒も多い」といわれたことがある。しかし
知っている銘柄はない。酒は重いので土産に買うのはやめた。
　無事合宿旅行も終わり、池袋駅で「来年も必ず参加しよう」という会長の言葉で解散したが、
楽しい2日間の合宿旅行だった。

ごかぼう
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ナミキ野球大会 ６月８日開催

　神宮外苑軟式野球場にて、ナミキ野球大会に板
橋支部含め7支部が参加しました。元プロ野球選手
である、ギャオス内藤氏、秦真司氏、飯田哲也氏を
迎え野球教室をしてもらいました。板橋支部は秦真
司氏から指導いただきました。準備運動の後、個別
にバッティングのスイングを見てもらい、アドバイ
スをいただきました。ピッチャーはギャオス内藤氏
よりピッチングの心得について身振りを交えながら
教わりました。その後、浅草支部との交流戦を行い、
ギャオス内藤氏が板橋支部、浅草支部に順次加わ
り試合を行いました。先発の柴田裕士先生がゲー
ムを作り、坂田映先生のホームランなどもあり、9
対7で勝利しました。昔あこがれた選手と一緒に野
球をするなんて、終始夢見心地でした。本当に楽し
い一日を過ごすことができました。
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